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Effects ofWorkPosture  Combination on
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                                Abstract

    The  relation  between  workload,  work  perfbrmance and  work  posture  in a

light repetitive  task was  investigated. The  experiment  was  performed  with  eight

male  subjects.  Subjects were  asked  to do multiplication  of  one-digit  numbers  and

to enter  the last digit of  their answers  on  a  key board. The  task was  of  60 min

duration, either  with  a  combination  of sitting  and  standing  postures which  were

changed  at  15 and  45 min  or  30 min,  or  with  no  change  of  posture  at  all. The
effects  of  the  operational  conditions  were  assessed  by measuring  critical  flicker
fusion frequency, ocular  accommodation,  subsidiary  behayior, subjective  feelings
of  fatigue, and  work  performance.  In the experiment  with  no  change  in posture,
workload  was  higher and  work  perfbrmance lower than with  combinations  of  pos;
tures. ChaRge  of posture was  recommended  to be introduced at an  early  stage:

introduction of  a  change  of  posture  after  15 min  was  more  effective  in enhancing
work  perfbrmance than later introduction.
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論 文

短時間の 単純繰 り返 し作業に おけ る作業姿勢の 組み合わせ の 効果

長谷川 徹 也
1
， 筒 江 修

2
， 神 代 雅 晴

3

　単純 繰 り返 し作 業の 例 と して 九九算 を短時 間行 わ せ た．作 業 中に座位 姿勢 と立位 姿勢が 同 じ割合 に な る よ うに 組み 合

わせ て 作 業させ た 結果，単調感の 緩和 なら び に作業成績の 向．ヒに 効果が あ っ た．作業姿勢を変更する 時点は，30 分 目よ

りも 15 分 目 と 45 分 目の 時 点が 好 ま し く、作 業姿 勢 の 組 み合 わ せ 順 序 に 関 し て は作 業負 担や 作 業成 績 に顕著 な 差は 認 め

られ なか っ た．短 時間の 作業に おい て作業中 に 適度 な間隔 で 立 位姿勢 と 座位姿勢 を組み 合 わ せ るこ とは，作業 者の 負担

軽減 な らび に 作 業効率の 向上 に も役立つ こ とが 明 らか と な っ た．

キ ーワード　 作業姿勢 ， 作業負担 ， 繰 り返し作業

表 1　実験 条件
1． 緒 言 実験 条件 姿勢

　筋の活動は立〉椅坐〉坐 〉臥の 順に少な くなる とい わ

れ て お り 〔1〕， 作業点 の 位置が 上下 ， 前後 ， 左右 など

広範囲に わ た っ て動 く場合に は ，座位姿勢よ りも立位

姿勢が 適して い る とい わ れ て い る．そ の た め ，多工 程持

ちシ ス テ ム で は立位姿勢で の 作業が多い ．座位姿勢か

ら歩行を伴 う立位姿勢に 変更する と
， 変更直後に は疲

労感の 訴えが 高 くな る もの の ，その 後訴え は低 くなる

と報告 され て い る 〔2〕．し か し，電子装置を製作す る

職場 で は立ち作業を廃止 して 椅座位 に した こ とで ， そ

れ まで 高率に訴え られ て い た疲労感が減少した との 報

告があ り 〔3〕，検索作業を行わせた実験に お い て も立

位姿勢を継続する こ との 問題点が指摘され て い る 〔4〕，

〔5〕．

　
一
方，労働省の 「職場に おけ る腰痛予防対策指針」

で は ，職場に お け る腰痛予防対策として 腰部に 負担の

か か る不自然な姿勢をとらな い こ ととともに ，立位 や

椅座位等に お い て ， 同
一

姿勢を長時 間とらな い ように

する こ とが必要で ある こ とが示され て い る 〔6〕．すな

わち，腰部の負担軽減の ため に は作業中に 姿勢を変え

る こ と が必要と考えられ る．
・
こ うした姿勢変更は，単

純繰り返 し作業に おけ る単調感 の 緩和にもつ なが る も

の と考え られ る．

　そ こ で
， 本研 究で は 短時間 の 単純繰 り返 し作業 を対

象に
， 作業姿勢 の 組み 合わ せ が 作業負担な ら び に 作業

成績に及ぼ す影響に つ い て 考察し，生産性の 向上 と作

業負担の 軽減に寄与 で きる作業シ ス テ ム 設計 の 要 因を

提案する．

123456 　　 座位 30 分 →立位 30 分

　　 立位 30 分 →座位 30 分

座 位 15 分 → 立位 30 分 → 座位 15 分

立 位 15 分 → 座位 30分 →立位 15 分

　　　　　 座位 60 分

　 　 　 　 　 立位 60分

2． 研　究　方　法

2．1 対 象 作 業

　本研 究で 対象にする作業は，14 イ ン チ の CRT デ ィス

プ レ イ （NEC 　PC − KD854n ）上 に 58 ド ッ トの ゴ シ ッ

ク体の フ ォ ン トを用 い て ，縦 20mm × 横 100 皿 m の 大

きさで 2 秒間隔 に提示され る 九九算の 回答を被験者が

テ ン キ ーを用い て 下
一
桁だけ入力 させ る内容 で あ り， 時

間内に解答で きな い 場合 には次の 問題が提示され る よ

うに な っ て い る ．

1
近畿大学

2
三 島光産株式会社

3
産業医科大 学

受付 ：1998年 6 月 8 日，再受付 （3 回 ）

受理 ；1999 年 11 月 25 日

2．2 実 験 条 件

　前 述の 作業内容を衷 1 に 示す実験条件に もとつ い て

ラ ン ダ ム な順序 で 実験す る．作業時間は い ずれ の 条件

も 60 分間とする ．立位姿勢 と座位姿勢を組み 合わ せ た

条件で は，そ れぞ れ の 姿勢が 全作業時間の 50％ を 占め

る よ うにする．実験条件 1 と 2 で は姿勢を変更する時

点を 30 分目と し，実験条件 3 と 4 で は 15 分 目と 45

分 目の 2 回とす る．実験条件 5 と 6 で は 姿勢を変更せ

ず に 座位あ る い は 立位姿勢を 60 分間継続させ る ．

　実験は 図 1 に 示すよ うに座位姿勢用 と立位姿勢用 の

2 台の 机 の 端か ら 8cm の 位 置 に キ
ー

ボ
ー

ドを設置し，

キーボ ード中央部が 各被験者の 肘 の 高 さに なる よ う机

上面 の 高さをそれぞれ調節す る．

　CRT デ ィス プ レ イを注視す る際 の作業姿勢をみ る

と，立位姿勢時に お い て は 座位姿勢時に比 べ て 体 幹部

の 曲げ角度が小 さくな り頭部を前傾 させ る傾向に あ る．
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立位用 廱位用

図 1　座位 お よ び 立位姿勢用 の 机の 配 置

そ の た め
，

座位姿勢用 に は CRT デ ィ ス プ レ イを机 上

面に ， 立位姿勢用 には座位姿勢時と同様 の 視線角度を

得 る た め に CRT デ ィ ス プ レ イの設置位置を机上 面よ

りも 8cm 高 い 位置 に 設置する。2 台 の CRT デ ィ ス プ

レ イは左右に 1m 離し ， 姿勢変更の 際 に は被験者が 迅

速に移動 で きる よ うにする．座位姿勢の 際に は各被験

者の好み の 高さに 設定した背 もたれ の な い 丸椅子を使

用する ．

　被験者は キ ーボ ードの 使用経験 が あ り， 実験の 対象

作業に も経験の ある年齢 19〜25 歳の男子学生 8 名と

す る ．作業の 習熟を考慮し，作業内容と各測定機器 に

慣れ させ る た め に 実験の 数日前に は 60 分間の 座位作

業 を行わせ る．実験前日 に は十分な睡眠 をとらせ，実

験を繰り返す こ とによる負担 の 蓄積 を考慮し ，

一
人に対

して 1 日に 1 条件だけ実施する ．

　実験室の室温 は 21〜25 ℃ とし ，キ
ー

ボ
ー

ド面 の 照

度は 430〜4601x とする。

2 ．3 測 定 項 目

　VDT 作業に 関する ガ イド ラ イ ン で は
一
連続作業時

間が 60 分を こ えない よ うにす る こ ととして い る こ と

か ら 〔7〕，
フ リッ カー検査 （柴田　 DF −1）と眼調節

力検査 （興和　 HS −9E ）は作業の 前後の み測定す る．

日本産業衛生学会疲労研究会作成 に よ る 疲労自覚症状

しらべ と 身体疲労部位調査票は作業の 前後に 記入 させ

る．入力 した数字は逐次 コ ン ピュ
ータ に記録し．作業

中の 副次行動は 目視観察に よ っ て 記録す る方法をと る．

　 フ リ ッ カ
ー検査で は 5回連続して 測定し，最大お よび

最小値を除い て 求め た平均値をその 時点の フ リ ッ カ ー

値として採用す る ．眼調節力検査 で は ， 1 回測定 した

遠点距離と 10 回連続 し て測定し た近点距離の 平均値

を もとに眼調節力を算出す る．副次行動の 観察 に お い

て は，「あ くび 」，「頸を動か す」， 「た め息を つ く」， 「咳」，

88
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図 2　 作 業 成 績

表 2　誤解答数の 分散分 析表

因子 　 　 　平 方和　 自由度 　 平均 平方　 F 値

実験 条件　　 849 ．6

被験 者　　　　7726 ．5

誤 差 　 2655．9

5　　　　1699 　　　2．24　　　 ＊

7　　　1103 ．8　　14，55 　　
＊ ＊ ＊

35　　　 75．9
T 　　　　11231 ．0　　　　 47

＊ ＊ ＊ 1％有意差
＊ ＊ 5％ 有意差

＊ 10％ 有意差

「よ そ み 」，「手を動かす」，「肩をたた く」，「腰をたた

く」，「足をたた く」，「体の
一

部に 触れ る」，r腰を動か

す」，「胴体の 前後移動」，「足 の 移動」，「重心 を変え る」，

な ら び に 「足 をゆ らす」の 15項目をあら か じ め観察用

紙に記入し，それ らの 副次行動が出現す る都度チ ェ ッ

クする方式をと る．

　 フ リ ッ カー値の 作業前後の 比較に は対応 の あ る デ ー

タの t検定を用い る．眼調節力の 作業前後の 比較には ，

作業後の 低下が他の 被験者に比べ て 大きい 被験者が含

まれ て い た た め に Wilcoxon 検定を 用 い る．分散分析に

は乱塊法を用い る．条件問の 多重比較に は フ ィッ シ ャ
ー

の LSD 検定を用 い る．

3． 結 果 と 考 察

3ユ 作 業 成 績

　各実験条件に お い て 出現 し た誤解答数と見逃し数を

図 2 に 示す．

　誤解答数 と見逃 し数 に つ い て それ ぞ れ 分散分析を行 っ

た結果，表 2 に 示す よ うに誤解 答数 に お い て 条件間 に

差の ある 傾向が み ら れ た （p ＜ 0。10）．

　各実験条件 の 誤解答数をみ ると，条件 6 が
一

人平均

20．6個で 最 も多 く， 次 い で 条件 5，条件 2，条件 1，条

件 3，条件 4 の 順で あ っ た ．

　誤解答数 と見逃 し数 をそれぞれ 15 分 間隔ご と にま

とめ 時間経過に伴 う変動を分散分析し たと こ ろ，い ず
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れ も有意差は認められ なか っ た．

　本実験 で 課 した 60 分間の 座位作業 で の 実験 条件 と 同

様の作業内容を小休憩を等間隔で 挿入する，あ る い は

小休憩 の 代 わ りに 短時間の 歩行 を 伴 う他 の 作業をさせ

た場合 〔8〕，1 回だけ休憩 を挿入 した場合 〔9｝の 作業

中に 出現 した 誤解答数 と見逃 し数 を比べ る と ，本実験

に お ける 出現数が 少なか っ た ．こ れ は ，こ れ まで の実

験 で は 16 ド ッ トの 明朝体 の フ ォ ン トを用 い て 縦 6mm

× 横 28mm の 範囲に九九算を提示して い た の 対して ，

本実験で は提示に使用 し た文字を大き く して 視認性を

向上 させた ため と考え られ る．

　そ こ で ，各実験で 行 っ て い る 60 分間の座位姿勢時

の 誤解答数お よび見 逃 し数を 100％とし，各条件に お

け る そ れ ら の 割合み る と
，

15 分 目 と 45 分 目 に姿勢 を

変えた条件 3 の 誤解答率と見逃し率はそれぞれ 53．49も，
48．5％ ， 条件4 で は 49 ．1％ ，

24 ．2％で あ っ た ．また 15分

目に 10分間の休憩を挿入した条件で はそれぞ れ 52．4％，

49．3％で ，15分 間隔 で 歩行 を伴 う他 の 作業 をさせた条

件で は 52．0％ ， 35．1％で あ っ た．

　立座交互 の 作業姿勢をと る作業者は 同
一姿勢を継続す

る作業者よりも疲労感が大きい とい われ て い るが 〔10〕，

本実験 の 結果か らは作業姿勢を組み 合わせ る こ とに よ

り負担が軽減した もの と推測 され る．したが っ て ．立

座交互 の作業姿勢をとらせ る こ とに よ り，休憩をとら

せ た り作業中 に 歩行 させ る の と同等程度 に誤解答数 や

見逃 し数 を減ら す こ とが で きる と 思 わ れ る ．

3．2　生理機能 の 変動

　作業前 と作業後の フ リ ッ カ ー値を比較する と，い ず

れ の 実験条件に お い て も作業後値が有意に低下して い

た （実験条件 1 は p く 0．05，そ の他の実験条件で は

P く O．Ol）．

　各実験条件に お け る作業後の 値か ら作 業前 の 値 を 引

い て 求め た フ リ ッ カ ー値の 前後差値を図 3 に 示す．

　 フ リ ッ カー値の 前後差値に つ い て 分散分析を行 っ た

結果，表 3 に示すよ うに条件間に 有意差が 認め られ た

（p 〈 0．05＞．図 3 に 示す ように 条件 6 で は 前後差値

が 1．4Hz で 最 も大きく， 次 い で 条件 5， 条件 2 ， 条件

1，条件 3，条件 4 の順で あっ た．

　以上 の こ とか ら，い ず れの 実験条件に おい て も覚醒

レ ベ ル の 低下が み られ る もの の
， 姿勢 を 変更す る 回数

が多い 実験条件ほ ど覚醒レ ベ ル の 低下が少な く負担の

少ない こ とが推測され る ．

　作業前後の 眼調節力を比較すると、実験条件 1，5，6

に お い て 作業後値が 有意に低下 し て い た （p ＜ O．05 ）．

　各実験条件に おける作業後の 値か ら作業前の値を引

い て 求め た 眼調節力の 前後差値を図 4 に示す．
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図 3 　フ リ ッ カ ー値の 前後差値

表 3 　フ リ ッ カ ー値の 分 散分 析表

因子 　　平 方和　 自由度 　 平均 平方　 F 値

実験条件　　4．57 　　　 5

被験 者　　　12．64 　　　　　7

誤 差 　 12．34 　 35

0．91　　2．60　　　
＊ ＊

1．81 　 5 ．12 　　＊＊＊

0，35
T 29 ．5547

　 　 0

δ

龕

埜→ ．・

幽

S ．1

蓋
羆
　
一1，5

＊ ＊ ＊ 1％有 意差
＊ ＊ 5％ 有 意差

＊ 10％ 有 意差

条件 1　 条件 2 　条件 3　 条件4　条件 5　 条件 6

（　寧＊率 ：p＜0，01　稗 ：p＜0．05　零 ：p＜O，10　＞

図 4 　眼調節力の 前後差値

　各実験条件に おけ る 眼調節力の 前後差値に つ い て 分

散分析 を行 っ た結果 ， 表 4 に示す ように条件問に 差 の

ある傾向が み られた （p く O．10），図 4 に示す作業前

後 の 眼調節力を比 べ る と，座位姿勢で 60 分間作業す

る 条件に比 べ て 立位 姿勢 で 60 分間作業す る条件の低

下が大きく，15 分目と 45 分目に姿勢を変更 して も立

位姿勢で 作業す る時間が長 い 条件の低下が 大きか っ た ．

また，後半 の 30 分間を立位姿勢で 作業して い た 実験

条件 で は作業前 に 比較 し て 作業後に 有意の 低下が 認め

られ た ．

　立位作業時 の 眼調節力の 低下は，CRT デ ィ ス プ レ イ

の 設置方法の 違 い に よ る影響が 大きか っ た もの と考え

られ る ．すなわち，座位姿勢で は直立姿勢 よ りも少 し
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表 4 眼調節力の 分散分析表 表 5　副次行動の 分散分析表

因子 　　平方和　 自由度　平均平方 　F 値 因子 　 　 　平方和　 向由度 　 平均 平方　 F 値

実験条件 　 　 2，94　 　 　 5

被 験者 　　 13．10　　　 7

言呉　　差　　　　　9，01　　　　35

0．59　　2．28　　　　＊

1，87　　7．26　　
＊ ＊ ＊

0．26

実験 条件 　 1D307．2
被験者　　29715 ．8

誤 差 　 8278．3

5　　 2061．4　　8．72 　
＊ ＊ ＊

7　　　4245 ．1　　17．95 　　
＊ ＊ ＊

35　　 　236 ，5
’
T 25．0547 T48301 ．347

＊ ＊ ＊ 1％ 有意差
＊＊ 5％有 意差

＊ 10％ 有 意差

＊料 1％有意差

＊ ＊ 5％ 有意差

＊ 10％ 有意差

100
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図 5　副次行動の 出現頻度

前か が み の ほ うが 腰背部 の 負担が 軽 くな る と い わ れ て

お り 〔11〕，本実験に おけ る座位姿勢時に おい て も被験

者は 体幹 と頭部 を前傾 させ ，CRT デ ィス プ レ イ画面 の

傾斜角度を各自調節し て 画面を正面か ら見て い た．し

か し，立位作業時に お い て は CRT デ ィ ス プ レ イ画面

中央部 と視線 との なす角が 20〜30 度前後で 座位姿勢

時と同様で あっ た もの の
，
CRT デ ィ ス プ レ イ画面 と机

上面との 傾斜角度の 調節可能範囲が 15 度 まで と限ら

れ て い たため，被験者は画面を上か ら斜め に見下ろす

よ うな状態にな っ た ．そ の た め
， 画面に提示 され る数

字が読み に くくな り，眼調節力が低下 した もの と推測

され る．

3．3 副 次 行 動

　作業中に出現し た副次行動の 出現頻度を図 5 に示す，

　図 5 に示 した各実験条件の 副次行動 を合計し ， そ の

出現頻度に つ い て 分散分析 を行 っ た 結果，表 5 に 示す

よ うに条件問に 有意差が 認め られ た （p ＜ O．Ol）．各

実験条件に お ける 副次行動の 出現頻度をみ る と，条件

6 が
一

人平均 90．5 回で 最 も多く，次 い で 条件 5，条件

2，条件 1，条件 3，条件 4 の 順で あ っ た．

　副次行動 の 出現は拘束状況に対す る作業者側の 働 き

かけを示 して い る とい われ て い る 〔12〕．したが っ て
，

生 理 機能変動の 結果が示 して い る の と同様に ，作業姿

勢を組 み 合わせ た実験条件に おけ る負担は 60分 間同
一

姿勢が継続 す る実験条件 に 比 べ て 少 な く，
さ ら に 姿勢

を変更する 回数が多い 実験条件ほど負担が少な くな っ

た と推測され る ，

　次 に ，観察した 15 項 目を身体部位別 に 「あ くび 」，

「頸を動かす」，「た め 息をつ く」， 「咳」， 「よそみ」 の 5

項 目を頭部 ， 「手を動かす」， 「肩をたた く」，「腰をたた

く」，「足 をたた く」，「体の
一

部に触れ る」の 5 項 目を

上肢 ， 「腰 を動かす」，「胴体 の 前後移動」の 2 項目を腰

背部 ， 「足 の 移動」， 「重心 を 変え る 」， 「足 を ゆ ら す」の

3 項目を下肢に分類し ，15分間隔ご との 時間経過に伴

う出現頻度の 変動をみる と，作業姿勢を組み合わせた

実験条件で は 作業の 拘束状況 に応じて 副次行動の 出現

頻度が変動し て い た が ， 座位姿勢が 60 分 間継続す る

実験条件で の 腰背部，な らび に 立位姿勢が 60 分間継

続す る実験条件 で の 下肢の 副次行動の 出現頻度は時間

の 経過 と と もに 増加 し ，
こ れ らの 実験条件で は時間経

過とともに負担が増加 して い る こ とが推測され る ，

　熊澤 ら 〔2〕，〔13〕は，座位作業と立位作業に おける

疲労感や 作業に 要す る 時 間を比較 し ，作業姿勢 に よ る

影響は 少な い と述べ て い る．本研究に お い て もブ リ ッ

カ
ー

値，自覚症状調査の 訴え率，な らび に作業成績に

関 して は立位姿勢が 60 分間継続する条件と座位姿勢が

60 分間継続する条件との 間 に は 差が み ら れ な か っ た ．

しか し，
t
副次行動の 出現頻度は 立位姿勢が 60 分間継

続する条件に お い て多 くな っ て お り， また 頭部 ， 上肢 ，

な らび に 下肢の い ずれ の 出現頻度 も作業時間の経過に

伴 っ て 増加する傾向が み られた こ とか ら，立位姿勢 を

継続する こ とは 負担を増加させ る と推測 され る ．

3．4 疲　労　感

　疲労自覚症状 しらべ の 作業前に おける 30 項目の 平

均訴え数は 3．8％以下で あ っ た．作業後に おける 30 項

目の 訴え数をみ る と，立位姿勢が 60 分 間継続する 実

験条件 で の 疲労感が最 も高か っ た．

　作業後に お ける疲労自覚症状 し ら べ の 症状群別訴え

率を図 6 に 示す．い ずれ の 実験条件に お い て も 「ね む

け と だ る さ」を表すと い われ て い る 1群 の 訴え率が 高

か っ た．

　症状群別に訴え数 を角度変換 して 分散分析 した結果，
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図 6　作業後 に お ける疲労自覚症状 し らべ の 症状群別訴え率

表 6　作業後の 1群の 訴え に 関す る分散分 析表

因子 　　 平方和　 自由度　 平均平 方　 F 値

81

潴

佛

λ

38欝
r

ひ

7
プ
リ

　

　

3

D．56　　2．21　　
＊

0．49　　1．93　　＊

O．25

T 15，14　　　 47

＊ ＊＊1％有意差

＊ ＊ 5％ 有意差

＊ 10％ 有意差

作業前に お い て は い ずれ の 症状群に も条件間に有意差

が認め られず，作業後に お い て は表 6 に示すように脳

賦活系の活動低下 に 関連 して い る と考えられ て い る 1

群 の 訴え 〔14〕に 関 して条件間に 差の ある傾向が み ら

れ た （p ＜ O．10）．

　本実験で 課した作業は，提示 され る文字 の 大きさが

異な る 以外はすで に報告した作業 〔8〕と同
一

で ある こ

とか ら単調作業で あ っ た と推測され ，こ の 種の 作業で は

早期か ら活動 レベ ル が低下する とい われ て い る 〔15〕．

作業中の 歩行の 出現頻度は疲労感に も影響する が 〔5〕，

〔16〕，本実験 に おけ る作業姿勢の 変更に伴う移動距離

は 1m と短か っ た め
， 姿勢を組み合わ せ る こ とが 1群

の 訴え率の減少に影響した もの と推測 される．す なわ

ち，短時間 の 単純繰 り返 し作業に お い て 作業姿勢を組

み 合 わ せ る こ と は
， 腰部の 負担軽減 よ りも単調感 の 緩

和に対し て 効果が 大きか っ た もの と推測 さ れ る ．

　 身体疲労部位調査に お い て作業後に 25％以上 の 訴え

が あ っ た部位 を表 7 に示す．い ずれ の 実験条件に お い

て も作業後に 50％以上 の 訴え率を示した身体部位 はな

か っ た．25％以上 50％未満の 訴 え率が あ っ た身体部位

をみると ， 条件 6が 10箇所で 最も多か っ た．立位姿勢

が 60 分間連続する実験条件で は作業後の 肩胛骨 部 の

身体疲労感の 訴えは少 な い もの の
， 腰部，下腿後部お

よ び 足関節後部 に訴えが 多 くみ ら れ ，立位姿勢 を 60 分

VoL 　51　No ．2　（2000 ）

表 7　作業後 に おけ る 25％以 上 の 訴え部位

身体 部位
条　 件

12 　 　3　　456

頭 頂部 ○　 ○ ○

前 額部 ○　 ○ ○

眼部 （左） ○　 　 　 ○ ○ ○

眼部 （右） ○ 　 ○　 ○ ○ O
肩 甲骨 部 （左 ） ○ O 　 O

肩 甲骨 部 （右） ○ ○ 　 ○ o
腰部 （左 ） ○ ○

腰部（右） ○

臀 部 （左 ） ○ ○

臀 部 （右） ○

下 腿 後部 （左） ○

下 腿 後部 （右） 0
下 関節後部 （左） ○

下関節後部 佑 ） ○

足蹠部 （左） ○

間継続する実験条件に おける負担は，座位 姿勢を継続

す る実験 条件 に比 べ て 大きい と考えら れ る．また ，疲

労自覚症状し らべ の 訴え率の 結果と同様に，姿勢 を変

更する 回数が 多い 実験条件ほど疲労感が少な くなる傾

向が み られた．

3 ．5　作業姿勢の組み合わせ 方法

　作業成績お よび 生理機能の 変動を み る と
， 同

一
姿勢

を 60 分 間継続す る実験条件に比べ て作業姿勢を組み

合わ せ て作業する実験条件の成績が良 く，負担が少な

か っ た 。また姿勢 を変更す る 時点は 30 分 目 よ りも15

分目と 45 分 目の 時点が好 ましい と い う結果が 得られ

た．同様の作業を 10 分間の 休憩を途中に 1 回挿入し

て 60 分間行わせた実験 〔9〕で は，30 分 目以降 よ りも

15分 目 に挿入したほ うが機能低下が少なく作業成績が

良か っ た こ とか ら ， 本実験にお い て も15 分目に最初の

姿勢変更をする実験条件が 好ま し くな っ た もの と思 わ

れ る ．さら に 本実験条件で は 45 分 目に も再度姿勢を

変更す るの で 単調感 の 緩和 の 観点か ら も好ま し い 結果

が得 られ た もの と推測 され る．

　 15分 目と 45 分 目 に姿勢 を変更す る条件 ，あ る い は

30 分 目に 姿勢 を変更する実験条件に お ける姿勢の 組み

合 わ せ 順序に 関 し て は，作業成績 お よ び生理機能変動，

疲労感 の い ずれにお い て も差が認め ら れ な か っ た ．誤

解答数，フ リ ッ カ
ー
値 ， そ して 副次行動をみ ると ， 30

分 目に姿勢を変更する実験条件で は 条件 2 よ りも条件

1 の ほ うが 好まし く，15分目 と 45 分目 に姿勢を変更す

る実験条件で は条件 4 よ りも条件 3 の ほ うが好 ま し い

結 果が得られ た ，こ れ ら の 実験条件は い ずれ も立位姿

勢で 作業が 終了す る組み合わせで あ っ た．座位姿勢か
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ら立位姿勢 に 変更す る こ とで 活動 レベ ル が 高 くな る と

い わ れ て い る こ とか ら 〔17〕， 座位 姿勢で 単調感に抗

しなが ら作業を終了す る の で は な く，立位姿勢 に よ っ

て 活動 レベ ル が ある 程度維持された状態で 作業を終了

し，その まま機能測定等を行 っ た こ とが こ れ らの 結果

に 影響 した もの と思 わ れ る．

4． 結 論

　本研究は視覚か ら の 情報処理 を作 業内容とする短時

間の 単純繰 り返 し作業を対象に ，作業姿勢の 組み合わ

せ が作業負担な ら び に 作業成績 に及ぼす影響に つ い て

考察す る こ と に 主 た る 目的 が あ っ た ．研究の 結果，次

の 諸点を指摘しえた．

（1 ） 立位姿勢 と座位姿勢を組 み 合わせ た作業条件で

　　　は，単調感の 緩和に対して 有効 で あ り作業成 績

　　　の 向上 に期待で きる ．

（2 ） 作業姿勢を変更する時点は
， 作業開始後 30分 目

　　　よ りも 15 分 目 と 45 分 目の 時点 で変更する条件

　　　力書好ま し い ．

　なお，本研究は特定の 実験条件下で の 結果であ り，今

後さらなる詳細 な研 究が必要で あ る と考え て い る．
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